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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月21日(2020.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　受電コイル２０２夫々には、受電コイル２０２毎の電圧値、電流値、電力値又は磁束密
度等の受電コイル２０２が受電する電力に関する値を検出する受電側検出部２０１が設け
られている。受電側検出部２０１は、例えばシャント抵抗又はホール素子等によって構成
される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　図３は、蓄電部４の充放電の状態遷移に関する一例を示す説明図である。蓄電部には、
過放電を防止するための所定値が定められており、当該所定値は、後述する第２シートＥ
ＣＵ２の第２記憶部２２等の所定の記憶領域に記憶されている。過放電を防止するための
所定値は、例えば、蓄電部４のバッテリ特性等に基づき決定される放電終止電圧、又は当
該放電終止電圧に基づき決定される値として、放電終止電圧の略１．１倍とする値であっ
てもよい。図３に示すごとく、給電経路を介して給電される給電電力が、駆動対象の負荷
３の消費電力を合算した負荷電力よりも大きく、かつ蓄電部４が満充電でない場合、蓄電
部４は充電状態に切換えられる。給電電力が負荷電力よりも大きく、かつ満充電の場合、
蓄電部４は切離状態であってもよい。蓄電圧が所定値よりも小さく、かつ給電電力が負荷
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電力以下の場合、蓄電部４は切離状態に切換えられる。蓄電圧が所定値以上であり、かつ
給電電力が負荷電力以下の場合、蓄電部４は放電状態に切換えられる。なお、蓄電圧が所
定値以上であり、かつ給電電力と負荷電力とが等しい場合、蓄電部４は切離状態であって
もよい。蓄電部４の出力電圧となる蓄電圧は、蓄電部４の蓄電残量に関連するものであり
、このように蓄電部４の蓄電圧と、給電電力と負荷電力との大小関係に基づいて、蓄電部
４を適切に充放電することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　第２制御インターフェイス２５は、受電側検出部２０１、蓄電圧検出部４２及び各種セ
ンサ（図示せず）とシリアルケーブル等によって接続されており、受電側検出部２０１、
蓄電圧検出部４２等が出力した検出結果を取得し、第２制御部２１に送信する。第２制御
インターフェイス２５は、受電側スイッチ２０３と電気的に接続してあり、第２制御部２
１から送信された制御指示に基づいて、受電側スイッチ２０３のオン又はオフするための
信号を出力する。第２制御インターフェイス２５は、蓄電部スイッチ４１と電気的に接続
してあり、第２制御部２１から送信された制御指示に基づいて、蓄電部スイッチ４１の切
換えるための信号を出力する。第２制御インターフェイス２５は、シートＳに設けられた
負荷３と電気的に接続してあり、第２制御部２１から送信された制御指示に基づいて、当
該負荷３の駆動を行うための信号を出力する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　複数の送電コイル１０２夫々は、ＤＣ／ＡＣコンバータ５を介して車載バッテリ７に接
続されている。複数の受電コイル２０２夫々は、ＡＣ／ＤＣコンバータ６を介して、並列
に接続された複数の負荷３に接続されている。給電経路は、いずれかの送電コイル１０２
と、いずれかの受電コイル２０２との組み合わせによって形成されるため、この組み合わ
せに応じて、複数の給電経路を形成することができる。従って、いずれかの送電コイル１
０２又は受電コイル２０２が故障した場合であっても、他の送電コイル１０２又は受電コ
イル２０２を組み合わせて給電経路を形成することによって、当該給電経路を介して、車
載バッテリ７からの電力を、シートＳ内に設けられた負荷３に対し、非接触にて給電する
ことができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　第１シートＥＣＵ１又は第２シートＥＣＵ２は、送電側検出部１０１又は受電側検出部
２０１もしくは両検出部からの検出結果に基づき、所定の給電効率を発揮する給電経路を
特定し、送電側スイッチ１０３及び受電側スイッチ２０３のオン、オフを制御し、当該給
電経路となるように切換える。従って、送電コイル１０２及び受電コイル２０２の給電性
能を担保することができる。また、所定の給電効率として、最も給電効率が高い給電経路
に切換えることによって、より効率的にシートＳに設けられた負荷３に電力を供給するこ
とができる。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　第１シートＥＣＵ１又は第２シートＥＣＵ２は、シートＳの現在位置に基づいて、最も
近接する送電コイル１０２と受電コイル２０２の組合せを導出する。第１シートＥＣＵ１
又は第２シートＥＣＵ２は、導出した送電コイル１０２と受電コイル２０２の組合せによ
る給電経路に切換えることによって、効率的にシートＳに設けられた負荷３に電力を供給
することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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